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ふ く
　三方が海に開けた山口県は、豊かな水産資源に恵まれ、古くから水産県として栄えてきました。中でも下関は近代捕鯨
発祥の地であり、現在は調査捕鯨の基地になっています。また�®あんこう�¯ の水揚げ量は全国一となっています。特に下
関市では�®ふく�̄�® うに�̄�® くじら�̄�® あんこう�̄�® いか�¯ を水産物5大ブランドとしています。今回は、下関市の�®食�¯ を
代表する水産物である�®ふく�¯、特に�®ふく刺し�¯についてご紹介します。

�®ふく�¯の由来と競りについて
　下関は全国のフグの水揚げ高の約8割を占めており、下関ではフグのことを�®ふく�¯と呼ぶ場合が多くあります。フグが

�®不遇�¯につながり、フクが�®福�¯につながることや、フグを料理する際に布に巻いて一晩寝かせた後に調理したので�®布久�¯
の当て字としたなど、諸説があります。なお下関市彦島の南風泊（はえどまり）市場に水揚げされ、この組合員が取り扱う
“ふく”には�®下関ふく�¯のシールが貼り付けられています。
　下関でのフグの取引は、伝統的に�®袋競り�¯ と呼ばれる方法が用いられる場合が多いです。袋競りとは、仲介者と買い
手が�®ええか、ええか�¯ の掛け声とともに、他者から見えないように服の袖から下を互いに筒状の布袋の中に入れて、仲
介者の指を買い手が握ることで値段を付ける取引で、指の握り方によって仲介者に値段を伝え、どの買い手がどのような
値段を付けたかは分からないようになっています。

�®ふく刺し�¯の由来
　ふく刺しはフグの身の刺し身で、関西ではフグのことを�®テッポウ�¯ と呼ぶことから、

�®テッポウ刺し�¯ を略して�®テッサ�¯ とも呼ばれています。フグ肉が繊維質であるため普
通の刺し身の切り方では、弾力があり過ぎてかみ切ることが難しいため、切り身が透けて
見えるほどの�®薄作り�¯で身を細く包丁で引いて刺し身にします。
　ふく刺しに使われるフグ肉は、フグを〆てから布をかぶせて丸1日から2日程度寝かせ
ることで熟成されます。
　ふく刺しの盛り方は、大きい円形の皿に刺し身を平たく円盤状に満遍なく盛り付ける�®べた盛り�¯ が一般的ですが、盛り
方に工夫を凝らし見た目にも楽しめるようにした�®鶴盛り�¯�® 菊盛り�¯�® 孔雀盛り�¯�® 牡丹盛り�¯ などという盛り方もあります。

�®ふく刺し�¯の食べ方とマナー
　ふく刺しの王道の食べ方は、皿が透けるほどの薄さに薄造りされた刺し身を寸ねぎに巻き、もみじおろしを入れたポン
酢に付けていただきます。この時のポイントとしては、刺し身を1切れではなく2～3切れを一度につかんで食べましょう。
1切れずつ食べると、その薄さと淡泊な身のためにフグの味を楽しめません。
　次に、マナーについて述べます。ふく刺しの場合、内側から食べ始めるのがマナーです。というのも、内側から外側に向かっ
て円を描くようにして食べることで盛り付けられている形を崩すことなく、最後まできれいに食べることができ、ふく刺
しを最後まで目でも楽しむことができるからです。

　9月にはぜひご来関いただき、本場下関の絶品の味をご堪能ください。

　第34回日本診療放射線技師学術大会

山口への道　下関ってこんなと・こ・ろ！

実行委員　堀　健司
（一般社団法人 山口県診療放射線技師会　副会長）

第8回

　平成30年3月11日（日）午後2時30分から、国立劇場で
東日本大震災七周年追悼式が政府主催により挙行された。東
日本大震災は被災地域が広範に及び、極めて多数の犠牲者を
出すとともに国民生活に多大な影響を及ぼした未曽有の大災
害であったことから、震災から7年を機に、国として被災者
を追悼する式典を開催したものであった。当日は、秋篠宮文

仁親王同妃両殿下のご臨席の下、各界代表の参列を得て実施
された。本会からは熊代正行副会長が出席した。
　追悼式は、国歌斉唱、黙とうの後、内閣総理大臣式辞およ
び追悼の辞があった。追悼の辞では、衆議院議長、参議院議
長、最高裁判所長官および遺族代表が述べられ、その後、献
花が行われ閉式した。

東日本大震災七周年追悼式 挙行される
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人材育成委員会より本会の動き

　今回は、人材育成委員会について会員の皆さまにご説明した
い。本会の活動において、さまざまな事業展開をしていく上で、
その目的に応じて委員会や班・分科会が数多く設置されている。
私が担当する人材育成委員会もその中の一つであり、下部組織
は診療放射線技師マネジメント研修班と女性活躍推進班に分か
れ、それぞれ事業展開されている。初めに、私自身が担当する
診療放射線技師マネジメント研修班について紹介する。昨年度
は2回／年の研修会を東京と大阪の2カ所で開催した。東京開
催は平成29年9月30日・10月1日（参加者数40人）、大阪開
催は平成30年1月27日・28日（参加者数31人）であった。
　本会主催で開催してすでに7年が経過したのを契機に、合宿
形式に加え2日間の日帰りコースも準備し、会員がより参加し
やすい状況を整えた。講義内容も管理者（マネジャー）を対象
とした合宿形式と、中間管理者（ミドルマネジャー）を対象と
した日帰り形式を選択できるよう工夫をした。今後、本会が事
業展開していく新生涯システムのラダー形式（クリニカル・マ
ネジメント）のベースとなる研修会として、さらなる内容の充
実を図る予定である。
　次に、女性活躍推進班を紹介したい。本会役員である橋本理
事を中心に全国8地域に分け、おのおの特徴ある活動を通して、
女性技師の管理者育成や医療現場における環境の整備など多く

の課題を取り上げ、地域の活動を集約している。なお昨年度は、
函館で開催された日本診療放射線技師学術大会シンポジウムの
中で成果を発表している。本会会員の女性技師の割合は年々増
加しており、本推進班の目的である女性が主体的に企画・運営
することで、より多くの会員・非会員に参加の場を広げ、女性
が働く職場環境の改善につなげている。各地域により活動状況
は異なるが、女性技師が求められる職場環境は年々広がりつつ
ある。
　人材育成委員会は両班に共通している点が多いと考えてい
る。医療情勢が厳しい中、医療専門職種が医療現場で求められ
ることは多様化してきている。部門を預かる部長や技師長には、
経営的管理や緻密な労務管理・リスク管理など、管理業務が拡
大してきている。そのため医療環境の変化に適応できる人材を
早急に育成していかなければならない。それは女性技師につい
ても同様である。また社会現象であるワーク・ライフ・バラン
スへの理解と環境整備・意識改革など、従来の専門的知識と技
術だけでは評価されない現実に対応できる人材を育成すること
は、職能団体である本会こそが取り組むべき責務である。この
ような活動が地方に根付くまで、本会主体で今後も推進するつ
もりである。最後に、会員皆さまの多くのご参加をお願いした
い。　　　　　　　　　　　　　　（文責：委員長　佐野幹夫）

　ここ数年、European Congress of Radiology（ECR）へ
の日本からの参加は増えている。ECR（オーストリア・ウィー
ン）は、Radiological Society of North America（RSNA：
北米・シカゴ）と並んで、海外学会では日本でも広く知られてお
り、近年、日本からの演題エントリーも多く注目度も高い学会
である。ECR 2018での参加人数は、28,474人と最高記録を更
新した。また診療放射線技師の参加については、世界中の75カ

国から2,177人の記録的な参加者数に達しており、診療放射線
技師の参加率はECR 2017に比べて9%増加している。注目す
べきは、日本からの参加者がECR 2017と比較してプラス43%

と大幅に増え、日本は公式な統計で4位であった。このような
環境の中、本会はECR会期中の2月28日（水）に、European 

Society of Radiology（ESR）会長のBernd Hamm教授、
常務理事のPeter Baierl教授と会議の場を持った。この会議で
は、今後のESRとJART間の実りある協力の継続であったと確

信している（4月号会誌・NNに掲載済み）。
　会議時、学会側からは、日本の診療放射線技師の研究は非常
にレベルが高く、大いに期待しているとのコメントや、さらに
多くの参加を望むとしており、今後、本会もESRと連携し、日
本の診療放射線技師に多くのメリットがあるような関係を築い
ていきたい。JARTは診療放射線技師法の法改正、待遇改善・各
種認定講習会・基礎セミナー、厚生労働省との窓口、海外学会
との交流など、多岐にわたる事業を行っているが、今回のESR

との連携は大きな前進であり、今後にぜひご期待いただきたい
と思う。これまでアジア地域に力を注いできたが、今後はヨー
ロッパ・北米にもぜひ力を入れていきたい。なお、本会では海
外学会発表援助を会員に対して行っているが、本年度はECRを

対象に入れることも検討に入っており、会誌・NN・Webサイ

トをこまめにチェックしていただければ幸いである。
（文責：理事　富田博信）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o nJ A R T 海 外 展 開 への 進 展に光！
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

　プログラムは、エチケットマナー・医療安全・感染対策・気管支解剖・胸部撮影基礎（都道府県により違いあり）など、現
場ですぐ役立つ知識です。会員・非会員を問いません。
　日程と会場については変更される可能性がありますので、詳細は都道府県技師会までお問い合わせください。

■ フレッシャーズセミナー開催予定： 
 福　岡　5月12日（土）会場（調整中） 東京①　5月13日（日）公益社団法人東京都診療放射線技師会 研修センター 
 秋　田　5月19日（土）秋田県秋田市にぎわい交流館 au 第2会議室 茨　城　5月20日（日）茨城県立医療大学
 徳　島　5月20日（日） 徳島大学病院 中央診療棟2階 放射線部カンファレンス室 熊　本　5月26日（土）熊本大学医学部附属病院 東病棟12階 多目的室
 鹿児島　5月26日（土）～27日（日）会場（調整中） 栃　木　5月27日（日）獨協医科大学病院 教育医療棟7階 シミュレーション講義室Ⅱ
 千　葉　6月　3日（日）井上記念病院 8階 講堂 岩　手　6月10日（日）会場（調整中）
 埼　玉　6月10日（日）会場（調整中） 東京②　6月10日（日）三鷹産業プラザ 704＋705
 福　島　6月11日（月）会場（調整中） 北海道　6月16日（土）会場（調整中）
 青　森　6月16日（土）会場（調整中） 宮　城　6月16日（土）会場（調整中）
 奈　良　6月17日（日）会場（調整中） 大　阪　6月17日（日）エーザイ株式会社 大阪コミュニケーションオフィス
 京　都　7月　1日（日）会場（調整中） 和歌山　7月　1日（日）会場（調整中）
 大　分　7月　7日（土）会場（調整中） 宮　崎　7月　7日（土）会場（調整中）
 山　口　7月　8日（日）会場（調整中） 佐　賀　7月21日（土）～22日（日）会場（調整中）
 滋　賀　7月22日（日）会場（調整中） 香　川　8月　4日（土）会場（調整中）
 広　島　8月25日（土）会場（調整中） 神奈川　8月26日（日）会場（調整中）

診療放射線技師のための
フレッシャーズセミナーのお知らせ

information

information
5月・6月の講習会などスケジュールのご案内
■ 業務拡大に伴う統一講習会： 東　京　　5月19日（土）～20日（日） 岐　阜　　5月26日（土）～27日（日）
 福　岡　　5月26日（土）～27日（日） 宮　城　　6月　9日（土）～10日（日）
 群　馬　　6月16日（土）～17日（日） 富　山　　6月16日（土）～17日（日）
 福　井　　6月16日（土）～17日（日） 広　島　　6月16日（土）～17日（日）
 熊　本　　6月16日（土）～17日（日） 長　野　　6月23日（土）～24日（日）
 島　根　　6月23日（土）～24日（日） 山　形　　6月30日（土）～7月1日（日）
 石　川　　6月30日（土）～7月1日（日） 滋　賀　　6月30日（土）～7月1日（日）
■ 基礎技術講習（一般撮影）： 京　都　　6月24日（日）
■ 放射線被ばく相談員フォローアップセミナー： 東　京　　6月10日（日）
■ 放射線取扱主任者定期講習： 東　京　　6月15日（金）
■ 画像等手術支援認定診療放射線技師認定資格試験： 宮　城　　6月17日（日） 東　京　　6月17日（日）
 愛　知　　6月17日（日） 岡　山　　6月17日（日）
■ 医療被ばく低減施設認定取得セミナー： 茨　城　　6月23日（土）
■ モニタ精度管理セミナー： 東　京　　6月23日（土）

　会誌に掲載する診療放射線技師募集の求人広告を随時受け付けております。申込書ならびに募集要項につき
ましては、本会ホームページ（各種様式→その他）よりダウンロードしてご確認ください。
　なお、掲載月の前月5日が掲載申し込みの締め切りとなっております。

JART求人広告掲載について
information


